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     【
馬
渕
屋　

村
井
金
右
衛
門
】

　

武
士
か
ら
商
人
そ
し
て
菓
子
の
匠
と
な
っ
た
京
街
道
に
あ
っ
た
商
家
を
た
ど
っ
て
み
ま
し
た
。

　

初
代
村
井
金
右
衛
門
は
六
角
佐
々
木
氏
の
臣
で
江
戸
初
期
に
京
街
道
に
居
を
構
え
、
西
川
利
右
衛
門
家
よ
り

嫁
を
迎
え
入
れ
、
蚊
帳
の
製
織
を
家
業
と
し
ま
し
た
。
初
代
は
寛
文
十
年
（
1
6
7
0
）
に
没
し
ま
し
た
。

　

当
家
所
蔵
の
「
江
洲
蒲
生
郡
八
幡
町
惣
絵
図
」
は
元
禄
、
宝
永
年
間
（
1
7
0
0
前
後
）
に
制
作
さ
れ
た
最
も

古
い
八
幡
地
図
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
寛
政
12
年
（
1
8
0
0
）
か
ら
文
化
13
年
（
1
8
1
6
）
ま
で
、
足
か
け

17
年
を
か
け
て
日
本
全
国
を
測
量
し
て
『
大
日
本
沿
海
輿
地
全
図
』
を
完
成
さ
せ
た
、
伊
能
忠
敬
が
何
度
か
当

家
に
訪
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

    

八
幡
は
蚊
帳
を
扱
う
商
家
が
多
く
、
石
川
県
史
に
よ
る
と
蚊
帳
の
材
料
で
あ
る
オ
カ
セ
（
麻
や
カ
ラ
ム
シ
の
繊

維
を
裂
い
て
よ
り
を
か
け
糸
に
仕
立
て
た
も
の
）
を
能
登
か
ら
仕
入
れ
を
し
て
い
た
八
幡
商
人
「
蚊
帳
屋
仲
間
」

16
名
に
大
文
字
屋
や
扇
屋
を
筆
頭
に
名
を
連
ね
て
い
ま
す
。
少
し
馬
渕
屋
さ
ん
の
ル
ー
ツ
を
探
っ
て
み
ま
し
た
。

　

二
代
目
金
右
衛
門
は
矢
嶋
村
桜
木
治
郎
左
衛
門
よ
り
入
家
し
て
家
業
を
つ
ぎ
享
保
二
十
年
（
1
7
3
5
）
に
没

し
ま
し
た
。
三
代
目
金
右
衛
門
は
伴
彦
四
郎
家
か
ら
嫁
を
迎
え
、
明
和
六
年
（
1
7
6
9
）
に
没
し
ま
し
た
。
四

代
目
金
右
衛
門
は
馬
渕
村
奥
野
半
左
衛
門
よ
り
入
家
し
て
「
馬
渕
屋
」
を
称
し
ま
し
た
。
四
代
目
は
信
行
心
が

高
く
、
安
土
浄
厳
院
に
釣
り
鐘
を
寄
進
し
て
い
ま
す
。
浄
厳
院
は
村
井
家
の
菩
提
寺
で
代
々
の
墓
碑
が
現
存
し
て

い
ま
す
。
五
代
目
金
右
衛
門
は
矢
嶋
村
桜
木
治
郎
左
衛
門
よ
り
入
家
し
、文
化
七
年（
1
8
1
0
）に
没
し
ま
し
た
。

　

六
代
目
金
右
衛
門
は
三
代
目
の
子
で
矢
嶋
村
桜
木
治
郎
左
衛
門
よ
り
嫁
を
迎
え
文
化
二
年
（
1
8
0
5
）
に
没

し
ま
し
た
。
七
代
目
金
右
衛
門
は
西
川
伝
兵
衛
よ
り
嫁
を
迎
え
文
政
元
年
（
1
8
1
8
）
に
没
し
ま
し
た
。　
　

　

八
代
目
金
右
衛
門
は
矢
嶋
村
桜
木
治
郎
左
衛
門
よ
り
入
家
し
、
天
保
六
年
（
1
8
3
5
）
に
没
し
ま
し
た
。

　

九
代
目
金
右
衛
門
は
福
永
左
近
よ
り
嫁
を
迎
え
文
久
二
年
（
1
8
6
2
）
に
没
し
ま
し
た
。

　

商
家
で
あ
り
十
代
目
に
製
菓
業
を
始
め
八
幡
で
は
有
名
な
和
菓
子
商
家
と
な
り
ま
し
た
。
十
代
目
金
右
衛
門
は

牧
村
の
堀
尾
三
四
郎
よ
り
入
家
し
、
国
松
金
左
衛
門
か
ら
嫁
を
迎
え
、
十
代
目
が
馬
渕
屋
の
屋
号
を
持
っ
て
製
菓

業
を
始
め
ま
し
た
。
入
家
以
前
よ
り
京
都
の
有
名
な
菓
匠
に
見
習
い
奉
公
を
し
、
製
菓
技
術
を
習
得
し
、
八
幡
に

お
け
る
上
菓
子
の
製
造
を
専
門
店
と
し
て
い
ま
し
た
。
当
時
は
茶
道
の
再
興
期
で
需
要
が
著
し
く
京
風
な
上
菓
子

が
最
も
珍
重
さ
れ
、
八
幡
に
お
け
る
菓
匠
と
し
て
確
固
た
る
地
盤
を
築
き
ま
し
た
。
大
正
四
年
（
1
9
1
5
）
に

七
十
七
歳
没
し
ま
し
た
。
十
一
代
目
金
右
衛
門
は
名
を
金
蔵
と
改
め
、
奥
野
庄
右
衛
門
か
ら
嫁
を
迎
え
、
先
代
の

家
業
を
継
承
し
、
八
幡
に
お
け
る
特
異
な
菓
匠
と
し
て
名
声
は
い
よ
い
よ
高
く
祝
儀
、
不
祝
儀
用
の
饅
頭
や
干
菓

子
の
製
造
と
大
繁
盛
ぶ
り
で
あ
り
ま
し
た
。
近
江
八
景
を
か
た
ど
っ
た
落
雁
な
ど
の
土
産
菓
子
等
積
極
的
に
製
造

し
好
評
を
博
し
て
い
ま
し
た
。
又
茶
人
の
好
む
と
こ
ろ
の
菓
子
匠
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

夫
婦
は
子
供
に
は
家
業
を
継
が
せ
な
い
事
と
し
、
人
が
遊
ん
で
い
る
と
き
に
働
か
ね
ば
な
ら
ぬ
因
果
な
商
い
は

我
が
子
に
強
い
る
事
を
や
め
て
い
ま
し
た
。
昭
和
五
年
（
1
9
9
3
）
に
没
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、戦
時
下
と
な
り
、

経
済
は
統
制
さ
れ
物
資
は
不
足
し
て
配
給
制
と
な
り
特
に
砂
糖
、
小
麦
の
主
材
料
が
入
手
困
難
と
な
り
自
然
に

家
業
を
廃
止
し
た
様
で
す
が
郷
土
の
た
め
に
惜
し
ま
れ
る
菓
子
匠
で
し
た
。

　

末
裔
は
現
在
大
阪
に
在
住
さ
れ
て
お
ら
れ
ま
す
が
商
家
は
立
て
替
え
ら
れ
村
井
家
は
本
町
に
現
存
し
、
先
祖

を
守
り
続
け
て
お
ら
れ
ま
す
。

　

時
代
の
流
れ
に
商
人
達
も
翻
弄
さ
れ
、
郷
土
を
愛
し
、
現
在
ま
で
暖
簾
を
守
る
事
の
難

し
さ
や
家
訓
の
教
え
は
現
代
社
会
に
大
き
な
教
訓
と
し
て
、
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

答え…　東　寺
若葉町 M・Hさん
土田町 A・Kさん
堀上町 S・Kさん
池田町 K・Mさん
北津田町 Y・Tさん

当選者発表

抽
選
で
5
名
様
にcafé 

＆ shopSHINMACHI  

の「
ケ
ー
キ
セ
ッ
ト
」ペ
ア
券
を
差
し
上
げ
ま
す
。

応
募
〆
切

※

当
選
者
の
発
表
は
、発
送
を
も
っ
て
代
え
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

馬
渕
屋　

村
井
金
右
衛
門
は
何
代
目
か
ら
製
菓
業
を
営
み
ま
し
た
で
し
ょ
う
か
。

◆
ご
希
望
の
方
は 

答
え
・
郵
便
番
号
・
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号 

を
ご
記
入
の
上
、

   

官
製
は
が
き
又
は
F
A
X
で
ご
応
募
下
さ
い
。

※参考文献　近江八幡人物伝  近江八幡郷土史会刊／

ま
ぶ
ち
や　
　
　

む
ら
い 

き
う
え
も
ん　

クイズ

本
町
京
街
道

ギャラリー部

展示例です
※アクセス：近江八幡駅より徒歩 7 分

◆ギャラリー概要
　床面積／25㎡　壁面積／21.9㎡（南西壁面のみ）
　２方はガラス面、天井高2.7ｍ　
　バックヤード／6.5㎡　
※その他設備（トイレ・流し台有）
　設備・備品など／スポットライト、  ダウンライト、
　壁面ピクチャーレール、音響、テーブル（展示台）8脚
　椅子20脚／展示用ワイヤー20本　他　

◆ご利用範囲
　絵画・陶芸・染織・ガラス・木工・写真等、美術作品
　等の展示会、小会議室にご利用下さい。
◆定休日　毎週月曜日
◆ご利用時間
　原則として、午前10時～午後5時

ギャラリーは、白を基調とした空間で、安ら
ぎとくつろぎを感じとれるように設計されて
います。照明設備、音響設備等も用意されて
おり、様々な目的に対応できるようなスペー
スになっています。
　　

ギャラリー部

すみれラボ  ギャラリー⇨⇨

●たねや様

●ひさご寿し様

株式会社ダイゴ●

◀至近江八幡駅
ブーメラン通り

市役所● ●商工会議所

近
江
八
幡
駅 官

庁
街
通
り

 〒523-0894  近江八幡市中村町 20 番地
　　　　　　　　　　（株式会社ダイゴ本社ビル１F)
 TEL0748-33-4181

湖国の作家、アーティストを応援しています！

　◆お気軽にご相談ください。

（中川まで）

ギャラリー部

６
月
10
日 

必
着

古地図 手漕ぎ和舟 要予約  0748-36-5115

近
江
八
幡
市
立
資
料
館
前
の
旧
伴
家
住
宅
で
は
左
義
長
ダ
シ
を
常
設
展
示
し
て
い
ま
す
。

今
村
信
悟LIV

E

café ＆ shop
SHINMACHI  

〒523-0871  滋賀県近江八幡市新町２丁目  市立資料館内　
カフェ＆ショップ 新町（Chief▶090-6247-0831）約30分1000円（税別）

U  R  L   http://www.shinmachihama.com
E-mail  storekeeper@shinmachihama.com

八幡堀

乗舟場

←お願い地蔵様

市営駐車場⇄
旧伴家住宅→

西川甚五郎邸

市立資料館→ 滋
賀
銀
行

左
義
長
会
館

明治橋

遊歩道
 ギャラリースペース新町浜

café ＆ shop
SHINMACHI  

P

▲
至 

近
江
八
幡
駅㈱近江兄弟社

日牟禮八幡宮

←郷土料理 喜兵衛

白雲館

新
 町
  浜

珈琲＆お土産  新町

と　き▶６／24日日
ところ▶市立資料館コワーキングスペース
 開    演▶PM 2：00～ 
 料    金▶￥2,000　＊ワンドリンク＋シフォンケーキ付き

■チケット販売所  :   ギャラリースペース 新町浜
　　　　　         :   café＆shop SHINMACHI

PROFILE～
　
 愛媛県今治市生まれ。
16歳の時スティービーワンダーのレコードに大きなショックを受けアメリカ黒人音楽に傾倒。1985年渡米。
ニューヨークの地下鉄のホームでストリートミュージシャンを続ける中、ジャズギタリストの高内春彦氏
(HARU)と巡り合い師事。本格的にギター、作曲などを学ぶ傍ら黒人女性シンガーイネーズ・M・ジャクソン
に師事。発声法を学ぶ。1990年帰国後、３年ほど音楽から遠ざかるブランクを経て1998年より全国津々浦
々各地へのライブツアー、一人旅を始める。2000年4月にマキシシングル「輝き」をリリース。現在に至る。

■お問合わせ : 有限会社  ラビットハウス
   0748-33-2914   E-mail  rabbit@silver.ocn.ne.jp 

日

近江八幡100％味わえます！

30 名様限定
♪曲目

「花の首飾り」
「真夜中のギター」
「上を向いて歩こう」

「見上げてごらん夜の星を」
「コーヒー・ルンバ」
「サン・トワ・マミー」
「ラストダンスは私と」

「バラ色の人生」
「少年時代」

「テネシー・ワルツ」
「ラブ・ミー・テンダー」

など（予定）
(Produce by Rabbit House)

＊市立資料館（リメイクされた郷土資料館部分）の見学付き

市立資料館（コワーキングスペース後ろ）

ギャラリースペース

〒523-0837　滋賀県近江八幡市大杉町30-1　
ギャラリースペース新町浜（0748-36-5115）

※お車をご利用の方は市営駐車場（500円）をご利用ください。

   喫茶・お土産・工芸品等
　手漕ぎ和舟「八幡堀めぐり」

【定 休 日】月曜日（観光シーズンは不定休）
【営業時間】10：00～16：00

【定 休 日】水曜日（観光シーズンは不定休）
【営業時間】10：00～16：00 ※土、日、祝は17：00まで



KYOTO SHINBUN TOMATO CLUB KYOTO SHINBUN TOMATO CLUB 

京都新聞ファミリー 瓦版京都新聞ファミリー 瓦版 トマト倶楽部

PRESENT
PRESENTトマト倶楽

部
トマト倶楽

部 お誕生日・記念日 花束プレゼント（6月の方） 3名様

花王アタック１キロ８個入り（1ケース） 　   5名様
※必ずお誕生日を明記下さい

＊

＊

＊

30 名様

50 名様

30 名様

［トマトカード番号の記入をお願いします］

6 月 3 日迄

6 月 4 日迄

6月 17日迄
ご希望の方は郵便番号・住所・氏名・電話番号・希望の品一品をご記入の上、官製はがき又
は FAXで下記販売所まで、ご応募下さい。抽選でお送りします。

当選者の発表は発送をもって代えさせて
頂きます。予めご了承ください。

花束 
洗剤、チケット等 締 切

〒523-0867 近江八幡市魚屋町元９ 京都新聞近江八幡販売所   TEL 32-2743  FAX 32-3504

永遠の少年、ラルティーグ 写真は魔法だ！ 　　

　　　　　　　　　　　　　　　　 細見美術館

第７３回  春の院展  

　　　　　　　京都高島屋７階グランドホール

熊倉順吉の陶芸×２１世紀の陶芸家たち展 

　　　　　　　　　 滋賀県立陶芸の森陶芸館

  

花
し
ょ
う
ぶ
茶
会

場
所
▼
八
幡
堀
明
治
橋
付
近

定
員
▼
２
５
０
人　

参
加
費
▼
５
０
０
円

問
い
合
せ
▼
八
幡
堀
を
守
る
会 

苗
村
さ
ん

　
　
　
　

０
９
０
・
８
５
７
１
・ 

９
２
8
2

八
幡
堀
に
咲
い
た

花
し
�
う
ぶ
を

観
賞
し
な
が
ら

琴
の
音
色

お
茶
の
香
り
を

楽
し
み
ま
せ
ん
か

午
前
10
時
〜
午
後
３
時 

６
月
10
日  （
日
）

情緒ある
手漕ぎ和舟で
ゆったり船頭が
ご案内する
八幡堀めぐり

要予約  0748-36-5115

5月31日迄

小
雨
決
行

創立者 ウィリアム・メレル・ヴォーリズ  
（1880～1964）

下記までお電話またはメールで
ご相談ください。

信愛館OMI KYODAI SHA

社会福祉法人
近江兄弟社地塩会

〒523-0806 滋賀県近江八幡市北之庄町492-2　　TEL （0748）32-2220  FAX（0748）33-7555

お 問 い 合 わ せ

受 付 時 間
午前9時～午後5時まで
　（土日、祝祭日も受付しています）

メール：vories@za.ztv.ne.jp

信 愛 館 Web検索

クリック

年金支給額により利用料がきまります

・自立した日常生活を営むことに不安を覚えられる６０歳以上の方
　ご夫婦の場合はどちらか一人が60歳以上で入居して頂けます

・日常生活は介助を要さず(応相談）身の回りの事ができ、かつ問題
　行動がない方

・他人と協調して集団生活が営める方

ご 利 用 資 格

（軽費老人ホーム）
ケアハウス


